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ネオジム同位体シグナルからみた後期白亜紀北西太平洋における中／深層水形成
Neodymium isotopic signature for deep/intermediate water formation in the late Creta-
ceous northwestern Pacific
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白亜紀は，地球史において最近の典型的な温室地球時代として知られており，大気中の二酸化炭素濃度の増加に対す
る気候感度を推定する際の極相のひとつとして多くの研究が行われてきた．未だに大気中の二酸化炭素濃度の推定には
不確定要素が多いものの，海洋水温は様々な緯度や海域において解析され，表層水温の緯度勾配や表層・深層水温の時
代変遷等が明らかにされてきた．
　近年では，地球表層におけるエネルギー循環の担い手の一つとして，当時の海洋循環に関する研究も盛んに行われ

るようになってきた．しかし，これらの研究の多くは大西洋を対象としたものであり，白亜紀においては唯一の大洋で
あり，全球のエネルギー循環に大きな影響を及ぼしたと考えられる太平洋においてはほとんど議論が行われてこなかっ
た．これは，太平洋においては白亜紀の堆積物を含む多くの海洋プレートが海溝部での沈み込みに伴い消失しているこ
とが大きな要因となっている．そこで，本研究では，白亜紀の北西太平洋の大陸プレート上に堆積した前弧海盆堆積物
を研究の対象とすることで，これまで議論が不十分であった，白亜紀における太平洋の海洋循環の一端を明らかにする
ことを試みた．研究の対象とした蝦夷層群は，当時の太平洋の北西部に位置しており，水深約 400m程度の海盆に堆積
したものである．この堆積物中に含まれる魚歯化石を抽出し，そのネオジム同位体組成を計測することで，白亜紀後期
チューロニアン期後期からカンパニアン期初期における北西太平洋の海洋循環を議論する．
　魚歯化石から得られたネオジム同位体組成は－ 1から－ 2ε-unit程度を中心として分布し，極めて高い値を示した．

先行研究によりカンパニアン期からマーストヒリチアン期の赤道太平洋（シャツキー海台）で得られた，－ 4から－ 5
ε-unitという値と比較してもより高く，これまで得られている白亜紀のネオジム同位体組成の中でも最も高い値の一つ
に相当する．これは，北西太平洋の島弧による火成活動に由来すると想定される radiogenicなネオジムを多く含む水塊
が存在していたことを示すと考えられる．太平洋の赤道付近で得られている値とも異なることを考慮すると，当時の蝦
夷層群が堆積した北西太平洋北緯約 40度付近には，北西太平洋由来の中，ないし深層水の形成があったと考えることが
妥当である．この北西太平洋における中／深層水の形成は，気候モデルによる解析からも示唆されており，特に，白亜
紀前期から中期にかけての最温暖期から寒冷化傾向に向かう白亜紀後期においては，北西太平洋で深層水が形成される
ことが予測されていた．この中／深層水がどの程度の水深にまで達していたか，については現時点では議論することが
できないが，本研究により，白亜紀後期における海洋循環系の新たな一面が明らかになった．
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